小平市の障害福祉計画と市民からの提言
岡田眞人（小平市障害者団体連絡会・小平の福祉を進める会ＪＯＩＮ）
１．「市民版・小平障害者プラン」の取り組み（2001～03年）
　・精神障害者家族会・身体障害者協会・ＪＯＩＮ・ＣＩＬ小平・他により01年9月結成
　・数値目標を掲げた市民版プランを作り、地域保健福祉計画・障害者部会で提案

　・事務局素案に対案を出し、数の力で対抗。優先順位をつけ、委員会で取り上げる
２．小平市新地域保健福祉計画（2003～07年）について

　・就労支援センター、地域自立生活支援センター、グループホーム増設（2ヶ所）

３．小平市障害者団体連絡会の結成（2006年）
　・障害者自立支援法成立に対する危機感から発足（06年2月）

　・障害種別を超えた38団体（身障協・手をつなぐ親の会・肢体不自由児者父母の会・視力障害・聴力障害・ＣＩＬ・全作業所・入所施設・在宅サービス・移動サービス等）
　・相互理解の大切さ

４．小平市障害福祉計画・第1期（2006～08年）について

　・基本的方向性　地域移行だけでなく、障害が重くても暮らせること。暮らしの場だけでなく居宅介護の充実も。
　・地域移行と同数の施設入所でいいのか
　・訪問系サービス、グループホームの伸びが少ない。外出支援もまだ少ない

５．障害者団体連絡会の「中間提言」（2007年4月14日）について

　・基本理念　自己決定（情報保障）、多様な選択肢、余暇活動の充実、障害の枠を超える
　・居宅介護・外出支援・グループホーム・通所施設の数値目標を掲げる
　・入所「待機者」をなくす　施設増でなく地域生活支援を
　・相談支援の充実

６．地域保健福祉計画（2008～11）と障害福祉計画・第2期（2009～11）の策定への課題

　・地域保健福祉計画＝障害者基本法、障害福祉計画＝障害者自立支援法

　・平成19年度に5回の委員会を開き策定する

　・当事者委員の参加、市民公募枠の活用、小委員会等の開催？

　・市の事務局任せにせず具体的な数値目標を伴う対案を出す

・連絡会として、限られた時間の中でどう当事者の声を積み上げるか

　・予算との兼ね合い、連絡会側も総花的にならず一致して優先順位をつけられるか
